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８月末までは無料で体験できます
三矢ターゲット・バードゴルフ場がオープン
吉田町地域振興会連絡協議会が､ 旧元就村跡地に整備され
てきた ｢三矢ターゲット・バードゴルフ場｣ が７月25日にオー
プンします｡ このゴルフ場は､ 18コース874mの施設で､ 現
在､ オープンに向け､ 芝生の整備をされています｡ ターゲッ
ト・バードゴルフは､ バドミントンの羽根とゴルフボールを
合体させたようなボールをゴルフクラブで打って､ ホールに
入れる打数を競うものです｡ オープンから８月末までは無料
で体験できますので､ まちづくり支援課(℡42-5617)にお問
い合わせの上､ ご利用ください｡

歯や口の健康を心がけよう
第６回安芸高田市歯科保健大会
６月７日 (日) 向原若者センターで､ 第６回安芸高田市歯
科保健大会が開催されました｡ 80歳以上で自分の歯が20本あ
る方を表彰する ｢8020表彰｣ や､ 幼児とその保護者を表彰す
る ｢はつらつ家族表彰｣ が行われました｡ また､ 日本赤十字
広島看護大学の迫田綾子教授による講演や､ 安芸高田市食生
活改善推進協議会による歯を丈夫にする食生活の紹介や試食､
子どもたちへのフッ素塗布などが行われ､ 家族で歯の健康を
考える１日となりました｡
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安芸高田市市制施行５周年記念 宝くじ文化公演
森公美子コンサート～カモナ・マイ・ドリーム～
６月11日 (木) 甲田文化センターミューズで､ 森公美子コ
ンサート～カモナ・マイ・ドリーム～が開催されました｡ 暗
闇からライトに照らされた森さんが登場すると観客から大歓
声が｡ ｢皆さんに楽しんでもらうことが一番うれしい｡ 目で
も楽しんでください｣ とクラシックなど25曲を歌われながら､
人魚姫など10着以上の衣装を披露されました｡ ホールに響く
きれいな歌声に､ 曲が終わるたびに大きな拍手が送られてい
ました｡ また､ 楽しい話や客席まで下りていっしょに踊った
り握手をしたりと､ 会場には笑い声が響いていました｡

30年の時を経て復活！
八千代町本郷の棚田で花田植え
八千代町土師地区で行われていた花田植えは､ 同地区がダ
ムに水没して以来､ ｢八千代町郷土芸能保存会・田楽部｣ の
協力の元､ 八千代中学1年生の生徒が体育祭で披露し､ 38年
間継承されてきました｡ このたび､ 上根・向山地域振興会が
30年の時を経て､ ５月24日 (日) に八千代町本郷の棚田で花
田植えを行われました｡ 歌大工や早乙女として参加したのは､
八千代中学校の生徒たち｡ 初めて田に入る生徒たちの一生懸
命に稲の苗を植えたり､ 太鼓を鳴らしたりする姿に､ 市内や
市外から訪れた多くの観客からは大きな拍手が送られていま
した｡

広島駅前で多くの人に神楽を披露
安芸高田夜神楽2009PRイベント
市内22神楽団によって行われる夜神楽公演 ｢安芸高田夜神楽2009｣ が､ ６月20日から
９月５日までの土曜日の夜に神楽門前湯治村で開催されます｡ この公演を､ 多くの人に
知ってもらおうと､ ６月６日 (土) JR広島駅南口広場の特設ステージでイベントが行
われました｡ 錦城神楽団による ｢武蔵ケ原｣ や ｢鈴鹿山｣ の上演や､ 市内の特産品の販
売､ 夜神楽のパンフレットの配布などを行い､ 駅前では多くの人が足を止め迫力ある神
楽を見たり､ 特産品を購入したりしていました｡
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おなじみの曲をメドレー演奏
自衛隊第13音楽隊の演奏会
５月23日 (土) 高宮田園パラッツォで､ ボランティアグルー
プのネットワークささゆりが主催する自衛隊第13音楽隊によ
る演奏会が開催されました｡ 中国５県を中心に演奏活動を行
なっている音楽隊は､ 歌謡曲や演歌､ 時代劇のテーマ曲など
を演奏したり､ 隊員が歌声を披露したりしました｡ 会場に訪
れた約230人の観客は､ 音楽に合わせて手拍子を打ったり頭
を揺らしながらリズムをとったりして､ 楽しく音楽鑑賞して
いました｡

弘道お兄さんといっしょに遊ぼう！
親子体操教室2009
５月24日 (日) 湧永満之記念体育館で､ テレビでおなじみ
の元体操のお兄さん､ 佐藤弘道さんを迎えて､ 親子体操教室
2009が開催されました｡ 総合型地域クラブ ｢いきいきクラブ
たかみや｣ の主催で行われたこの教室には､ 約300名の親子
が参加し､ 弘道お兄さんの指導のもと､ 子どもを抱き上げて
体を揺らす体操などを楽しく行っていました｡ 当日は､ 湧永
ハンドボールチーム ｢レオリック｣ の選手も子どもたちといっ
しょに体操やハンドボール遊びをするなど､ 体育館には楽し
そうな声が響いていました｡
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

■旭日単光章

増田
ます だ

哲郎
てつろう

さん (甲田町)
元 甲田町議会議員

昭和36年から３期12年の永きにわたり在職され､ 甲田町の発展に多大な貢献をされました｡
大戦から無事に生還できたことから､ 地域のために少しでも何かできないかと､ 学校施設充実
のための寄贈や交通安全協会会長など行政の振興に尽力されました｡

     

■甲立小学校
甲立小学校が､ 読書活動優秀実
践校として文部科学大臣表彰を受
賞されました｡ 本校は､ 読書活動
に主眼をおいた研究に取り組まれ
て７年目となり､ 平成20年度研究
主題を ｢楽しんで読書し続ける子
どもの育成｣ とし､ 授業研究､ 環

境整備､ 学校行事､ 児童会活動､ 家庭・地域との連携など､
教育活動全体を通して読書活動を推進されています｡
毎朝15分の読書の継続や､ 保護者や地域の方により組織さ
れる読書ボランティア ｢ぐりとぐら｣ による毎週金曜日の朝
15分の読み語り､ 家庭での読書習慣を定着させるための親子
読書などに取り組まれています｡

          

■郷野地区振興会 (吉田町)

平成18年から見守
りパトロール隊を発
足され､ 子どもの下
校時に毎日学校に集
まり､ 地域ごとに分
かれて自宅まで子ど
もの見守りを行われ

ているほか､ 通学路の途中で見守りをされる方
もいます｡ また､ 地域内の防犯意識をさらに高
めようと､ 平成20年に児童に対して防犯標語の
募集をされ､ 優秀作品は地域内の各所に掲出し､
啓発運動を行われました｡

          

佐々木
さ さ き

嵯峨六
さ が ろく

さん (高宮町)

佐々木さんは､ 中国自動車道が開通し高速バスの高宮バス
停ができた昭和58年ごろから､ 毎日バス停の掃除を続けられ
ています｡ 始められて20年以上が経ちました｡ きっかけは､
ごみが散らかったバス停を見て､ これではいけないと思われ
たことからでした｡
現在､ 93歳の佐々木さん｡ 夕方になると家から200メート

ルほど離れたバス停へ向かい､ 駐車場やバス停へとつながる
階段､ 反対側のバス停へ続くトンネルの掃除をされています｡
ごみ集めや落ち葉拾い､ バス停に設置されたトイレの掃除な
どくまなく行われています｡ また､ すぐに伸びてしまう草は､
年に３回ほど刈られています｡
大変なことはというと､ 階段の上り下り｡ ｢転げないよう

に気をつけながらやっています｣ と笑いながら話されます｡
元気なころは､ 階段に雪が積もれば雪かきもされていたそう
です｡ 掃除を始めたばかりのころは､ ごみも多かったそうで
すが､ 現在は､ ごみはほとんどなく､ きれいに使われている
そうです｡
｢バス停と家が近いからできると思っています｡ 元気な間

は続けていきたい｣ と笑顔で話されていました｡

            
         

取材中も､ タバコの吸殻や
ごみを何気なく拾われていた｡

｢階段の掃除をするときは､
手すりを持ち慎重にやってい
ます｣ と笑いながら話される｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
７月３日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成21年３
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成19年１
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

７月７日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

７月８日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

７月14日(火)
10:00～11:30

(八千代)
人権福祉センター

７月21日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

７月22日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

７月24日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談は､ どこの会場を利用されても結構です｡ お気軽
にご参加ください｡

妊娠中や出産後 (授乳中) の方を対象とした事業

安芸高田市で行なっている妊娠中から出産後 (授乳中)
の方を対象とした事業を紹介します｡

ハッピープレママサロン (妊婦教室) ※要予約
出産を控えての生活､ 栄養・口腔衛生のことや赤ちゃ
んのお世話方法などをお話します｡ また､ 妊婦さん同士
の交流ができます｡
●と き
【１コース】７月28日(火)・８月25日(火)・９月29日(火)
【２コース】10月27日(火)・11月17日(火)・12月22日(火)
【３コース】１月26日(火)・２月23日(火)・３月30日(火)
●時 間 10:00～11:30 (受付 ９:45～10:00)
●ところ 安芸高田市中央保健センター
●対 象 妊婦さんと家族

妊婦健康相談・おっぱい相談 ※要予約
妊娠中の不安な事や授乳 (断乳) のことなどを､ 助産
師などが個別に相談に応じます｡ また､ 可愛い赤ちゃん
を見たり､ 先輩のお母さん方と交流ができます｡ 育児相
談に併せて隔月に開催します｡
●とき・ところ
(吉田町) 中央保健センター ２階
７月３日 (金) ・９月４日 (金) ・11月６日 (金) ・
１月８日 (金) ・３月５日 (金)
(八千代町) 人権福祉センター
７月14日 (火) ・９月８日 (火) ・11月17日 (火) ・
１月12日 (火) ・３月９日 (火)
(美土里町) 山村開発センター
８月26日 (水) ・10月28日 (水) ・12月16日 (水) ・
２月24日 (水)
(高宮町) 基幹集落センター
７月７日 (火) ・９月１日 (火) ・11月10日 (火) ・
１月５日 (火) ・３月２日 (火)
(甲田町) ふれあいセンターこうだ
８月18日 (火) ・10月20日 (火) ・12月15日 (火) ・
２月16日 (火)
(向原町) 保健センター
７月８日 (水) ・９月９日 (水) ・11月11日 (水) ・
１月６日 (水) ・３月10日 (水)
●時 間 ・中央保健センター 13:00～14:30

・その他の会場 10:00～11:30
●対 象 妊産婦さん

【予約先・問い合わせ】
保健医療課 ℡４２－５６１９
※ハッピープレママサロン､ 妊婦健康相談は対象者の方
に個別にご案内します｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子
クッキング～
７月15日(水)
10:00～13:00

１歳
７か月児～

クリスタル
アージョ
調理室

７月８日～

７月14日

★親子で一緒に料理
にチャレンジしよ
う！
・持参物 エプロン
(親子とも) ・タ
オル
・参加費 １家族200
円

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

７月17日(金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター

７月10日～

７月16日

★お口の発達にあっ
た離乳食をすすめ
よう！
・離乳食の実演や試
食
・お口のケアについ
てのお話

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
７月13日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

７月15日(水)
10:00～15:00

(向原)
保健センター

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

こどもの救急電話相談
夜間､ こどもの急な発熱などで､ すぐに受診したほうが
いいのか判断に迷う時に相談に応じます｡
■電話番号
・局番なしの♯８０００ (携帯からも利用可能)
・ⅠP電話､ ひかり電話 082-505-1399
■対応時間 19：00～22：00
■対応スタッフ 平日：看護師 休日：小児科医師

【こどもの救急】 http://kodomo-qq.jp/

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
７月18日 (土) 11：15～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
７月11日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館
[おはなし会]
７月16日 (木)
対象：０歳から２歳くらいまで 10：30～
対象：３歳から４歳くらいまで 11：00～
クリスタルアージョ２階 研修室203
[絵本と紙芝居のおはなし会]
７月25日 (土)
対象：５歳から９歳くらいまで 14：30～
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
７月18日 (土) 10：30～
ミューズ

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
７月１日 (水)
9:30～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

７月２日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－-2018 園 庭 開 放

７月３日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

７月３日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788 お た の し み 会

７月７日 (火)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 七 夕 会

７月７日 (火)
9:30～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

７月９日 (木)
10:00～11:30

ひまわり保育所
℡55－0880 園 庭 開 放

７月９日 (木)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

７月14日 (火)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

７月14日 (火)
9:30～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

７月14日 (火)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

７月16日 (木)
9:30～11:00

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 開 放

７月16日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018 園 庭 開 放

７月17日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 開 放

７月17日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

７月21日 (火)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

７月22日 (水)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653 園 庭 開 放

７月28日 (火)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

７月29日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 体 験 入 園

７月30日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

※下記の保育園は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､ 行事
の都合などがありますので､ 各保育園にお問い合わせくだ
さい｡
・刈田保育園(℡52－2099) ・八千代南保育園(℡52－3048)
・可愛保育園(℡43－1776)

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽

にご利用下さい｡ 子どもたちと遊びながら､ おしゃべりを
して､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30

【子育て交流会】
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８:30～17:30 ℡47-1283

と き と こ ろ 内 容

７月９日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
小ホール

親子体操 (インストラ
クター：安芸高田市地
域振興事業団)
※運動のできる服装で
来てください｡

７月23日 (木)
10：00～11：30

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※０～１歳児対象

月日･受付時間 対 象 会 場

７月９日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H18年１月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

７月16日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H19年12月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

７月23日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H20年９月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡
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健康あれこれ

たかみや湯の森 温水ウォーキングプール健康教室

水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことがで
き､ 普段使わない筋肉の回復や維持､ 増進を図ることができま
す｡

肩こり・腰痛・膝痛の軽減､ 予防コース (午前)
【高宮地域の方対象】 とき ９月21日～11月２日 毎週月曜日
【吉田地域の方対象】 とき ９月17日～10月29日 毎週木曜日
【美土里地域の方対象】 とき ９月25日～11月６日 毎週金曜日
いずれも午前10時～11時 ７回コース
※希望者には無料で送迎があります｡
※定員に余裕があれば､ 対象地域以外からも参加できます｡ た
だし､ 送迎はありません｡
体脂肪燃焼コース (夜)
【市内全域対象】 とき ９月17日～10月29日 毎週木曜日

午後７時～８時 ７回コース
●申込期限 ８月10日 (月)
●と こ ろ たかみや湯の森温水ウォーキングプール
●定 員 17名 (定員になり次第締め切ります)
●参 加 費 2,100円 (温水プール利用料１回につき400円は別

料金)
●申 込 先 たかみや湯の森 ℡59-0059

断酒会
広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
●と き ７月10日 (金) 19:00～21:00
●と き ７月20日 (月) 19:00～21:00
●ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

        
安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

旬の野菜を食べよう

梅雨が終われば猛暑が訪れます｡ 暑くて食欲があまり
ないときこそ､ 時間を決めてバランスのとれた食事をしっ
かり食べることが大切です｡
今月の旬の野菜はトマトです｡ トマトにはビタミンＡ
やビタミンＣがたっぷりあり､ ガン予防､ 老化予防など
に効果があります｡ トマトは加工食品になっても栄養が
変わらない最強の食品です｡
今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会美土里支部
が､ 野菜をたっぷり使った和風のミネストローネを紹介
します｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士
にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

[材料 (４人分)]
玉ねぎ  個
キャベツ ２枚
じゃがいも １個
人参  本
セロリ  本
トマト １個
干ししいたけ １枚
昆布 ４～５㎝
ニンニク 薄切り２枚
オリーブ油 大さじ１
塩 小さじ１
こしょう 少々

[作り方]
①干ししいたけと昆布は
５カップの水につけて
戻し､ １㎝角に切る｡
野菜も１㎝角に切る｡
②鍋にオリーブ油､ ニン
ニク､ 玉ねぎを入れ弱
火でよく炒め､ トマト
以外の材料を加え､ ふ
たをして､ 弱火で７～
８分蒸し煮にする｡
③かさが半分位になった
ら､ トマトと①の戻し
汁を加えて煮る｡
④蓋をとり､ 中火でさら
に４～５分煮て､ 塩と
こしょうで味を整える｡

………………
……………
…………

…………………
………………
………………

………
……………
……
……

………………
……………

和風ミネストローネ

キャラバン・メイト養成研修の
受講生募集！

｢認知症になっても安心して暮らせる安芸高田
市｣ を推進するため､ 認知症を正しく理解し､ 地
域で暮らす認知症の人や家族を暖かく見守る応援
者 ｢認知症サポーター｣ の養成講座を実施してい
ます｡ その講座の講師役となる ｢キャラバン・メ
イト｣ の養成研修を行います｡

●と き ８月４日 (火)
午前９時30分～午後４時30分

●と こ ろ クリスタルアージョ４階 小ホール
●受講対象者
以下の要件を満たす方で､ 年間10回程度 (最低
３回) ｢認知症サポーター養成講座｣ をボランティ
アで行なえる方｡
・認知症介護指導者養成研修修了者
・認知症介護実践リーダー研修修了者
・社団法人認知症の人と家族の会会員
・その他認知症に関する基本的な知識や介護経験
があり､ キャラバン・メイトの業務を適切に実
施できると認められる方 (例：医療従事者､ 介
護従事者､ 社会福祉士､ 介護福祉士､ 行政職員
など)
●受講費用 無料
●申込方法 高齢者支援室へ電話にて申し込みく

ださい｡
●申込期限 ７月17日 (金) まで
●申込先・問い合わせ

高齢者支援室 ℡４７－１２８１

10

  

  

  

  

  

  

  

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
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被
保
険
者

証

(

保
険
証)

と
、
退
職
被
保
険
者
証
及
び
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
使
う
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下

旬
ご
ろ
に
簡
易
書
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郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
こ
の
新

し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
基
本
的
に
は
、｢

平

成
22
年
７
月
31
日｣

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
８
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
、

内
容
が
お
か
し
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
医
療

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保

健
医
療
課

(

電
話
４
２
―
５
６
１
９)

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証

(

保
険
証)

を
更
新
し
ま
す

    

平成21年３月診療分
1人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 24,239 24,273 17

退職本人 22,251 29,618 21

退職扶養 17,939 24,439 18

全被保険者 24,158 24,580 20

※県内順位……県内23市町で１人当たり費用額が高い順

市
民
み
ん
な
が
健
康
づ
く
り
に
関
心
を

持
ち
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
平
成
21
年
２

月
に
募
集
し
た

｢

健
康
あ
き
た
か
た
21｣

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
ま
り
ま
し

た
。安

芸
高
田
市
内
か
ら
６
５
２
通
も
の
た

く
さ
ん
の
応
募
が
あ
っ
た
中
、
見
事
、
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
郷
野
小
学
校
６

年
生
の
山
崎
志
歩
さ
ん
の
作
品
で

｢

バ
ラ

ン
ス
ト
リ
オ｣

で
す
。
こ
の
作
品
に
は
、

｢

朝
・
昼
・
晩
３
種
類
の
食
品
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
こ
と｣

、｢

健
康
づ
く
り
の

３
本
柱
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
こ
と｣

と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
優
秀
賞
に
は
18
名
の
方
が

選
ば
れ
、
受
賞
者
に
は
表
彰
状
と
記
念
品

を
送
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
健
康
教
室
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、

健
康
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

｢

健
康
あ
き
た
か
た
21｣

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
！

健康あきたかた21
イメージキャラクター

●インタビュー

最優秀賞

山崎
やまさき

志歩
し ほ

さん (郷野小６年)

最優秀賞をもらって､ びっくりし
たしうれしかったです｡ 友だちや先
生､ 家族から ｢すごいね｣ と言われ
ました｡ この 『バランストリオ』 は､
授業で､ 赤・黄・緑の栄養のことを

習ったので､ この３色をバランスよく食べて健康なからだに
なろうということを考えて描きました｡ わたしも､ バランス
よく食べていきたいです｡

     ※学年・年齢は､ 応募当時のものです｡ ご了承ください｡

     

山崎 志歩 (郷野小５年) ｢バランストリオ｣
    

塩崎真依子 (吉田小５年) ｢元気マン｣
大 磨里子 (向原小４年) ｢ごはんマン｣
坂田 祐紀 (郷野小５年) ｢太陽くん｣
上杉 萌香 (可愛小６年) ｢健康くん｣
倉 祐希 (高宮中１年) ｢sun flower｣
道方 優汰 (郷野小１年) ｢マメマメまめおくん｣
上田菜々子 (美土里小４年) ｢安芸高田元ちゃん､ 健ちゃん｣
井上 莉緒 (吉田小４年) ｢元気モリモリマン｣
堰樂 竜梧 (美土里小５年) ｢ＮＯＵＫＡ君｣
道庭 由起 (高宮中１年) ｢キララ｣
狩山 葵 (小田小４年) ｢みいちゃん｣
西川 勝敏 (可愛小６年) ｢健康武将｣
清水沙里奈 (吉田小６年) ｢歯ピカマン｣
水戸 涼太 (吉田小５年) ｢健康郡山君｣
出原 美波 (美土里小５年) ｢元気もり太｣
藤原みなみ (吉田小４年) ｢健康君｣
大隅 由紀 (８歳・甲田町) ｢もりもりくん｣
岡島 由実 (16歳・吉田町) ｢ヘルスくん｣

バランストリオ
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●と き ８月１日 (土) 19：00キックオフ

●と こ ろ 広島広域運動公園 広島ビッグアーチ

●対戦相手 鹿島アントラーズ

●対 象 安芸高田市在住もしくは市内勤務の方

●参 加 費 大人2,000円 小・中・高校生500円
(入場券とバス代含む｡ 弁当は500円で斡旋します)
※参加費などは当日徴収します｡

●集合場所・出発時刻
各支所 15：30出発
安芸高田市役所 16：00出発

●申し込み方法
６月11日の通知広報で配布した申込書にご記入いただき､ 各地区社会
教育担当係へお申し込みください｡ また､ お電話での申込みも可能です｡
・吉田地区 ℡４２－２４１１ ・八千代地区 ℡５２－２１１５
・美土里地区 ℡５９－２１２０ ・高宮地区 ℡５７－１８０３
・甲田地区 ℡４５－４３１１ ・向原地区 ℡４６－３１２１

●応募締切 ７月17日 (金) ※当日必着

●問い合わせ先
文化・スポーツ振興室 ℡４２－５６２９
または各地区社会教育担当

                       

               

ＪＪ１１復復帰帰をを果果たたししたたササンンフフレレッッチチェェ広広島島はは､､ 走走力力結結蹴蹴をを合合言言葉葉
にに､､ フフロロンントト・・選選手手・・ササポポーータターーがが一一丸丸ととななっってて戦戦っってていいまますす｡｡
今今年年ももママザザーータタウウンン安安芸芸高高田田市市はは､､ ササンンフフレレッッチチェェ広広島島ののススポポ

ンンササーーととななっっててゲゲーームムをを主主催催ししまますす｡｡ 多多くくのの市市民民のの皆皆ささんんとと一一緒緒
ににななっってて､､ ＪＪ１１優優勝勝をを目目指指すす選選手手をを応応援援ししままししょょうう！！

●特典
そそのの１１ 抽抽選選でで110000名名がが選選手手ととハハイイタタッッチチ参参加加
そそのの２２ ササンンフフレレッッチチェェ応応援援用用ううちちわわをを参参加加者者全全員員ににププレレゼゼンントト

660000人人のの
ササポポーータターー
大大募募集集

８
月
１
日
に
保
険
証
を

更
新
し
ま
す

保
険
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
定
期

更
新
し
、
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し

ま
す
。

●
新
し
い
保
険
証
は
水
色

８
月
１
日
か
ら
使
う
新
し
い
保
険
証

は
水
色
で
す
。

●
送
付
時
期

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
23
日
以
降

に
普
通
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

●
８
月
１
日
以
降
は
新
し
い
保
険
証
で

受
診
を

８
月
１
日
以
降
に
病
院
な
ど
で
受
診

さ
れ
る
と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
を
必

ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
薄
紫
色
の
古

い
保
険
証
は
有
効
期
間
が
７
月
31
日
ま

で
な
の
で
使
え
ま
せ
ん
。

●
古
い
保
険
証
は
破
棄
さ
れ
る
か
返
却

を薄
紫
色
の
古
い
保
険
証
は
、
廃
棄
さ

れ
る
か
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所

総
合
窓
口
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合
が
前
年
と
変
更

に
な
る
方
が
い
ま
す

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
の
割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
、

前
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
所
得
状

況
を
も
と
に
、
１
割
か
３
割
か
の
判
定

を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
ま
で
お
持
ち
の
保
険

証
と
、
新
し
い
保
険
証
の
一
部
負
担
金

の
割
合
が
変
更
と
な
る
方
が
い
ま
す
。

●
保
険
証
が
届
か
な
か
っ
た
ら

８
月
に
入
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な

い
場
合
は
、
保
健
医
療
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
部
負
担
金
の
割
合
が
３
割
か
ら

１
割
に
な
る
方
が
い
ま
す

負
担
割
合
が
３
割
の
方
の
う
ち
、

『

後
期
高
齢
者
医
療
基
準
収
入
額
適
用

申
請』

を
市
役
所
に
届
け
出
る
と
、
１

割
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
方
が
い
ま
す
。

そ
の
方
に
は
、
６
月
中
旬
に
申
請
手
続

き
の
案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

●
申
請
方
法

申
請
書
に
ご
記
入
の
上
、
必
要
書
類

と
と
も
に
、
保
健
医
療
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
基
準
収
入
額
適
用

申
請
書

・
保
険
証

・
確
定
申
告
書
の
控
え
や
源
泉
徴
収
票

な
ど
収
入
が
判
る
も
の

・
印
鑑(

シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可)

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
更
新
し
ま
す

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入

院
し
た
場
合
、｢

限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証｣

を
医
療
機
関
の

窓
口
で
提
示
す
る
と
、
食
費
や
居
住
費

の
標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、

医
療
費
の
１
か
月
あ
た
り
の
自
己
負
担

額
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
減
額

認
定
証
の
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
申
請
手
続

〈
申
請
手
続
き
が
不
要
の
方
〉

平
成
20
年
度
に
申
請
を
お
こ
な
っ
た

方
で
、
平
成
21
年
度
も
引
き
続
き
、
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
。

〈
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
る
方
〉

平
成
20
年
度
に
、
減
額
認
定
証
の
申

請
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
方
。

●
新
し
い
減
額
認
定
証
の
郵
送
時
期

７
月
23
日
以
降
に
、
広
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
保
険
証
に
同

封
し
て
新
し
い
減
額
認
定
証
を
お
送
り

し
ま
す
。

※
減
額
認
定
要
件
に
該
当
す
る
方
の
み
。

【
低
所
得
者
Ⅱ
の
方
で
長
期
入
院
さ

れ
た
方
は
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
】

｢

低
所
得
者
Ⅱ｣

に
認
定
後
、
長
期

入
院
を
さ
れ
た
方
は
、
申
請
に
よ
り
標

準
負
担
額
が
さ
ら
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
が
必
要
な
日
数

12
か
月
以
内
の
期
間
で
、
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
た
場
合

●
申
請
方
法

減
額
認
定
証
を
お
届
け
す
る
際
に
、

申
請
書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
長
期
入

院
さ
れ
た
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書
な
ど
、

入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の

●
提
出
期
限

８
月
31
日
ま
で
に
、
保
健
医
療
課
ま

た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

12

●入院時の自己負担限度額・標準負担額

区 分
自己負担
限度額
(１か月)

標準負担額
(１食)

療養病床入院の場合
の標準負担額

食費 (１食) 居住費 (１日)

一 般 44,400円 260円 460円 320円

低所得者Ⅱ 24,600円
210円
長期入院
160円

210円 320円

低所得者Ⅰ 15,000円 100円

130円
老齢福祉
年金受給者
100円

320円
老齢福祉
年金受給者
0円

※低所得者Ⅱ……同一世帯の世帯員全員が市町村民税非課税｡
※低所得者Ⅰ……同一世帯の世帯員全員が市町村民税非課税で､ その世帯の

各所得が必要経費と控除を差し引いたときに０円となる方｡

 
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課

℡
４
２－

５
６
１
９
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７
月
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
、
Ｈ
Ｔ

Ｖ

(

広
島
テ
レ
ビ)

、
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

(

広

島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ)

、
Ｔ
Ｓ
Ｓ(

テ
レ
ビ

新
広
島)

は
、
八
千
代
町
の
岡
根
の
山

山
頂
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
八
千
代
局
の
開
局

に
よ
り
、
安
芸
高
田
市
の
一
部
で
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
が
視
聴
可
能
と
な
り
ま
す
。

受
信
で
き
る
範
囲
は
、
エ
リ
ア
図
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
綺
麗
な
映
像
、
さ
ら
に

高
音
質
に
な
っ
た
音
声
を
お
楽
し
み
下

さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
映
像
・
音
声
に
加
え

ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
な
ど
、
身
近
な

情
報
や
ご
覧
頂
い
て
い
る
番
組
に
関
連

し
た
情
報
を
表
示
す
る
デ
ー
タ
放
送
、

そ
し
て
電
子
番
組
ガ
イ
ド
が
ご
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
ワ
ン

セ
グ
放
送
も
開
始
し
ま
す
の
で
、
ワ
ン

セ
グ
に
対
応
し
た
携
帯
電
話
な
ど
の
移

動
端
末
で
も
、
テ
レ
ビ
が
ご
覧
頂
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
移
行
に
伴
い
、
現
行
の
地
上
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
７

月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
早
め
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０－

０
７－

０
１
０
１

【
受
信
相
談
窓
口
】

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ

℡
０
５
７
０－

０
０－

３
４
３
４

●
Ｒ
Ｃ
Ｃ

℡
０
８
２－

２
２
２－

１
１
５
５

●
Ｈ
Ｔ
Ｖ

(

広
島
テ
レ
ビ)

℡
０
８
２－

２
４
９－

１
２
０
０

●
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

(

広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ)

℡
０
８
２－

２
２
１－

７
１
０
６

●
Ｔ
Ｓ
Ｓ

(

テ
レ
ビ
新
広
島)

℡
０
８
２－

２
５
６－

２
１
１
７

【
電
器
商
業
組
合
デ
ジ
タ
ル
１
１
０
番
】

℡
０
５
７
０－

０
１－

０
１
８
６

テ
レ
ビ

７
月
に
八
千
代
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
局
が

開
局
し
ま
す

道
路
や
山
林
な
ど
へ
の
生
活
ご
み
の

不
法
投
棄
は
後
を
絶
た
ず
、
地
域
の
生

活
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。安

芸
高
田
市
で
は
、
こ
の
度
、
緊
急

雇
用
対
策
事
業
を
活
用
し
、
２
月
17
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
で
臨
時
職

員
を
14
名
雇
用
し
、
安
芸
高
田
市
公
衆

衛
生
推
進
協
議
会
各
支
部
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
市
内
で
の
不
法
投
棄
防
止

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

最
大
積
載
量
５
０
０
㎏
の
ト
ラ
ッ
ク

７
台
で
行
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
で
回
収
し

た
不
法
投
棄
ご
み
は
約
31
ト
ン
に
も
な

り
、
こ
の
う
ち
、
粗
大
ご
み
・
家
電
製

品
は
約
75
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
こ

の
投
棄
物
の
撤
去
に
は
、
多
大
な
労
力

と
処
分
費
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
ご
み

は
、
回
収
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
不
法
投
棄
に
対
し

て
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
る
罰
則
が

あ
り
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
安
芸
高
田
市
公

衆
衛
生
推
進
協
議
会
各
支
部
に
パ
ト
ロ
ー

ル
と
回
収
を
委
託
、
ま
た
市
内
に
不
法

投
棄
防
止
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課

℡
４
２－
１
１
２
６谷から引きあげた大型の不法投棄ごみ｡ トラックにいっぱいとなった不法投棄ごみ｡

環
境

不
法
投
棄
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た

14

現
行
の
建
物
の
耐
震
基
準
は
、
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
人

命
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
倒
壊
を
防

ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建

物
は
、
震
度
５
弱
程
度
の
地
震
を
前
提

と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の

建
物
の
安
全
性
を
評
価
す
る
耐
震
診
断

と
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
耐
震
改
修
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、｢

安
芸
高
田
市
木
造
住
宅

耐
震
診
断
改
修
補
助
事
業｣

と
し
て
、

住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を
行
わ

れ
た
場
合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
耐
震

診
断
は
、
専
門
の
資
格
を
持
っ
た
建
築

士
が
行
い
ま
す
の
で
、
管
理
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
住
宅
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
住
宅
の
構
法
が
、
木
造
在
来
軸
組
構

法
お
よ
び
伝
統
的
構
法
の
も
の
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
も
の
。

・
地
階
を
除
く
階
数
が
３
以
下
の
も
の
。

・
戸
建
住
宅
、
長
屋
住
宅
、
併
用
住
宅

の
い
ず
れ
か
で
、
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
が
住
宅
の
も
の
。

・
市
民
の
居
住
の
実
態
が
あ
る
も
の
。

●
補
助
対
象
者

す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
建
築
物
の
所
有
者

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
同
一
事
業
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方

●
補
助
金
の
額

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
設
計
資
格
者
に

よ
る
耐
震
診
断
の
場
合
】

診
断
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
２
以

内
。(

地
階
を
除
く
延
べ
面
積
×
１
、

０
０
０
円)

た
だ
し
補
助
金
の
上
限
は

４
万
円
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
設
計
資
格
者
に

よ
る
設
計
、
工
事
監
理
さ
れ
る
耐
震
改

修
工
事
の
場
合
】

工
事
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
１
以

内
。
た
だ
し
補
助
金
の
上
限
は
40
万
円
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

管
理
課

℡
４
７－

１
２
０
１

住
宅

住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
に

補
助
を
行
い
ま
す

このたび甲立土地改良区が､ 全国土地改良事業
団体連合会が表彰する銅賞を受賞しました｡
この賞は､ 組合員が団結して管理運営の向上に
取り組むとともに､ 農業基盤の整備開発への協力
が特に優れている団体に対して贈られるものです｡
当土地改良区は､ 事業完了に向け､ 土地利用改
善組合を設立し､ 農地の利活用を図るため､ 若い
担い手による有限会社 ｢甲立援農ファーム｣ を立
ち上げ､ 地区内の農地を託そうとの合意形成を話
し合いで確立させました｡
今では､ 花卉園芸､ 水耕ネギ､ アスパラガスな
どのハウス群が施設され､ 軟弱野菜産地を目指し
ています｡ これらの活動は､ 平成19年度実施の品
目横断的経営安定対策支援事業の認定を受け､ 土
地改良借入資金の無利子借換を受けることができ
ました｡ また､ 農地・水・環境保全向上対策を実
施し､ 地産地消の直売所 ｢宍戸の里・甲立｣ を設
けたり､ ｢五龍千貫水｣ の保存継承などの農村活
性化運動が評価されました｡

表彰
甲立土地改良区が
全国土地改良事業団体連合会
銅賞を受賞

市民の皆さんの意見をまちづくりに反映し､
｢市民と行政のパートナーシップによるまちづく
り｣ を推進するために支所別懇談会を開催します｡
懇談会では､ 今年度の施政方針や主要事業を説明
し､ 市民の皆さんと意見交換を行います｡
■日程

※時間はおおむね１時間30分を予定しています｡

懇談会
支所別懇談会を開催します

区 分 月 日 会 場

吉 田 ６月30日 (火)
午後７時30分～

クリスタルアージョ
２階ホール

向 原 ７月２日 (木)
午後７時30分～

向原公民館
３階講堂

甲 田 ７月６日 (月)
午後７時30分～

甲田公民館
２階ホール

八千代 ７月９日 (木)
午後７時30分～

フォルテ
２階ホール

高 宮 ７月14日 (火)
午後７時30分～

田園パラッツォ
文化ホール

美土里 ７月16日 (木)
午後７時30分～

生涯学習センター
まなびホール
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み
ん
な
で
協
力
し
よ
う

｢

結
婚
縁
結
び
事
業｣

７
月
か
ら
、
私
の
公
約
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
あ
る｢

結
婚
縁
結
び
事
業｣

を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
安
芸
高
田
市
の
新
た
な
少

子
化
対
策
と
し
て
、
結
婚
相
談
員
さ
ん

や
結
婚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
結
婚
希
望
者
へ
の
情
報

提
供
や
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
結
婚

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

安
芸
高
田
市
に
は
か
な
り
の
未
婚
者

が
お
ら
れ
、
平
成
17
年
国
勢
調
査
で
は
、

未
婚
率
が
男
性
25
％
、
女
性
14
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
地
域
の
課
題

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
考
え
て
い

た
だ
き
、
出
会
い
を
求
め
る
男
女
の
た

め
に
、
情
報
提
供
な
ど
の
協
力
を
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。｢

私
の

子
ど
も
は
結
婚
し
て
い
る
か
ら
他
人
の

結
婚
は
関
係
な
い｣

な
ど
の
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
人
が
結
婚
さ
れ
、
そ
の
方
た
ち
に
安

芸
高
田
市
に
住
ん
で
い
た
だ
き
、
将
来

の
市
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
な
ど
の
取
り
扱
い

は
、
十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

   

    

６
月
２
日

(

火)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
で
、
第
１
回
安
芸
高
田
市
学
校
規

模
適
正
化
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
急
速
に
進
展
す
る
少
子

化
社
会
の
中
で
、
教
育
効
果
を
高
め
将

来
展
望
に
立
っ
た
教
育
行
政
を
進
め
て

い
く
た
め
、
安
芸
高
田
市
立
小
中
学
校

の
適
正
な
学
校
規
模
及
び
配
置
の
あ
り

方
を
、
各
町
の
保
護
者
代
表
、
学
校
関

係
者
、
地
域
代
表
者
、
学
識
経
験
者
に

よ
り
検
討
し
て
い
く
も
の
で
す
。

中
山
間
地
の
過
疎
化
や
核
家
族
化
に

加
え
、
急
激
な
少
子
化
の
進
展
に
よ
っ

て
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
学
校
の

小
規
模
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
小
学
校
は
、
平
成
30
年
に
は
、
13

校
の
う
ち
８
校
が
複
式
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
施
設
は
、

一
部
を
除
い
て
老
朽
化
が
進
行
し
て
お

り
、
大
規
模
改
築
な
ど
の
施
工
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
安
芸
高

田
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、

本
市
の
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
社
会
状

況
及
び
全
市
的
な
学
校
規
模
適
正
化
事

業
の
実
施
に
際
し
て
考
慮
す
る
べ
き
課

題
を
委
員
会
で
総
合
的
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
、
本
市
の
学
校

規
模
適
正
化
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

参
考
と
し
て
い
き
ま
す
。

学
校

第
１
回
安
芸
高
田
市
学
校
規
模
適
正
化
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

新型インフルエンザの世界的な流行により､ 例年
実施している次の事業を中止します｡ ご迷惑をお掛
けしますが､ ご理解賜りますようお願いいたします｡
●青少年ニュージーランド派遣事業
●青少年シンガポール派遣事業
●シンガポール訪問団受入事業
●安芸高田市民ニュージーランド派遣事業

●問い合わせ先 生涯学習課 ℡42-0054

５月25日 (月) に行なわれた朝鮮民主主義人民共
和国の地下核実験に対して､ 非核平和都市宣言を行っ
ている安芸高田市として､ ５月28日 (木) に朝鮮民
主主義人民共和国金正日国防委員長宛てに､ 市長及
び議長の連名で抗議文を送付しました｡

抗議
朝鮮民主主義人民共和国の地下核実
験に対して抗議文を送付しました

新型インフルエンザの世界的な流行により
国際交流事業を中止します

事業中止
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６
月
14
日

(

日)
安
芸
高
田
消
防
へ
リ
ポ
ー
ト
で
、
第
２
回
安
芸
高
田
市
消
防
団

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
も
の
で
、
各
町
の
消
防
団
員
か
ら
補
助
員

１
人
を
含
む
５
人
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
、
指
揮
者
の
合
図
に
よ
り
３
人
の
競
技
者
が
決
め
ら
れ
た
手

順
を
正
確
に
こ
な
し
、
数
十
メ
ー
ト
ル
先
の
火
点(

火
元)

へ
放
水
し
、
そ
の
早
さ
と

正
確
さ
を
競
う
も
の
で
す
。
こ
の
大
会
の
た
め
に
連
日
訓
練
を
行
っ
て
き
た
団
員
た

ち
は
、
優
勝
を
目
指
し
、
お
よ
そ
２
分
間
の
競
技
に
神
経
を
集
中
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、
二
連
覇
と
な
る
甲
田
町
で
、
２
位
が
高
宮
町
、
３
位

が
吉
田
町
で
し
た
。
優
勝
し
た
甲
田
町
は
、
安
芸
高
田
市
の
代
表
と
し
て
、
９
月
９

日
に
行
な
わ
れ
る
広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

消
防

第
２
回
安
芸
高
田
市
消
防
団

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

●講評
光下消防長により行われた講評では､ ｢優勝

された甲田町の皆さんは､ 審査の要点でありま
す士気・規律・迅速な行動・確実な操作ともに､
すばらしいものでした｡ また､ どのチームが優
勝してもおかしくない､ わずかな点差で順位が
決まりました｡ この大会を通じて培った技術や
経験はもとより､ 消防に対する姿勢や団結力こ
そが消防団の強みであります｡ 今後もこれを契
機に､ 市民が安心して暮らせるまちづくりに活
かして､ 地域防災の中心となって活躍されるこ
とを期待します｣ と話されました｡

第１回の大会に引き続き優勝を手にした甲田町の選手の
皆さん｡

●向原町
石見正哉・小畠清昭・佐竹群之・
松田浩幸・越智玄雄

●甲田町
住川 渉・井上俊一・金山洋介・
吉田健一・二井田 誠

●高宮町
柳川秀人・山 通敬・宮木佳樹・
竹内真一・坂本 亨

●吉田町
世羅 敦・藤井孝之・廣西章史・
沖田和則・前金幹夫

●八千代町
磯部 誠・登立雅之・城崎 亨・
谷口健司・迫廣和矢

●美土里町
古田真一・佐々木達哉・境江健太郎・
平川正明・水戸昇司

出場選手
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